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第７回高砂市文化振興審議会議事録 

 

  

出席者 田端会長、北野副会長、三井委員、岩見委員、渡邊委員、唐津委員、 

髙橋委員、前田委員、松本委員、森本委員 

事務局 冨田副市長 

（健康文化部）橋本部長、猪子室長、東野課長、福原主幹、前川係長 

（教育推進室）泉田課長 （学校教育室）中橋参事、玉野室長 

 

１．開 会  

【司会】 定刻になりましたので、ただ今より第 7 回高砂市文化振興審議会を開催

いたします。 

開催に先立ちまして、当審議会の公開についてですが、｢高砂市文化振

興審議会の運営に関する規程｣に基づき、公開とさせていただいておりま

すが、現在のところ傍聴希望者はおられません。 

委員の皆様におかれましては、お忙しい中ご出席いただきありがとうご 

ざいます。 

 

          ※ 配布資料の確認 

 

 

２．あいさつ  

【司会】 では、開催にあたりまして、副市長よりご挨拶申し上げます。 

 

         （副市長あいさつ） 

 

【司会】 引き続き、会長よりご挨拶お願いいたします。 

 

         （会長あいさつ） 

 

 【司会】 本日の会議は、出席１０名、審議会規則第５条第２項の規定により、過

半数が出席されているため会議が成立していることを報告いたします。 

では、今後の議事進行は、会長にお願いいたします。 
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３．報 告   

高砂市文化振興基本方針について 

 

【議長】  第一の議案の高砂市文化振興基本方針についてということで、皆様にご

議論いただいた内容に写真を入れたり、レイアウトを変えたりして、作成し

ましたので、事務局から報告していただきます。 

 

【事務局】 報告します。高砂市文化振興基本方針をご覧ください。基本方針につい

ては、以前各委員に見ていただき、写真やレイアウト等について意見をいた

だきました。事前にいただいた意見を資料として添付しています。また、教

育委員会や庁内からの意見、指摘を基に修正を加えております。修正箇所に

ついては、「高砂市文化振興基本方針答申後変更箇所一覧」にまとめており

ます。ただ、１箇所変更箇所のもれがありまして、基本方針の３７頁の平成

２４年の２月の欄です。「高砂市文化振興基本方針（案）について」の「基

本」を省きます。第３回審議会までは、どういうふうにするのかという大き

な方針について話をしました。第４回からは、素案という形で、何章に何を

持っていくかということが形づくられました。それまでは方針案について、

それ以降は素案についてとなります。よって、一覧表の第３回審議会の基本

が抜けております。１つ１つの説明は省きますが、この表にないところで、

基本方針の目次の裏頁にある謡曲「高砂」とそのあらすじを入れています。

基本方針のシンボルとして掲げている謡曲「高砂」の説明がないという指摘

がありましたので、この頁に加えました。以上です。 

 

【議長】 みなさんの意見を反映したところですが、何かお気づきの点はあります

か？これは最終的にはカラーになりますか？ 

 

【事務局】 カラーで印刷業者と話をし、３月末までの完成で印刷業者と打合せをし

ます。写真の入る頁は全てカラーですし、体系のところもカラーにします。 

 

【委員】 相生の松が載っていますが、古い松が残っています。あれは枯木だが立派

です。ここには何代目か載っていないので、補足しておいたほうがいい。 

 

【事務局】まだキャプションは変更できますので、修正します。 

 

【議長】 他にお気づきの点ありますか？もし何かあれば事務局までお知らせいただ

くということで、報告の高砂市文化振興基本方針についてのところを終わり

ます。本日の大きな議題ですが、これに基づき平成２５年度にどういう計画

を作り、実施していくのかという計画作りです。平成２５年度実施計画（案）
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がお手元にあるかと思います。内容について事務局から説明をお願いします。 

 

【事務局】 実施計画（案）の目次をご覧ください。第１章は実施計画の考え方と進

捗管理について、第２章からが実施計画の内容です。次に、１頁をご覧くだ

さい。第１章の実施計画の考え方と進捗管理の「１ 実施計画の基本的な考

え方」ですが、これは基本方針の「第１章 基本方針策定にあたって」の「４ 

設定期間と進捗状況の評価・検証」について述べております。実施計画は、

平成２５年度から平成３４年度までを設定期間とするということに基本方

針がなっています。これに基づきまして、基本施策の施策例として掲げてお

ります項目について、実施計画は市の取り組み内容を具体的に示すものとな

っております。今後の実施計画は、毎年１１月に文化振興審議会において翌

年度以降の施策について提言いただき、検討したいと考えております。１１

月と審議会の時期をあげていますのは、翌年の実施計画をあげる事業施策に

ついて、この審議会において意見を頂戴し、予算計上していきたいという思

いからで、各担当課の翌年度の事業が、ある程度まとまり、追加する事業が

あった場合予算計上に間に合うようにということで１１月にしました。 

     次に施策の進捗管理についてですが、これも基本方針の第１章の４に「進

捗状況については、各施策の特性を十分に踏まえ、年度ごとに高砂市文化振

興審議会が評価・検証を行うこと」と定めておりまして、１１月に開催する

審議会において、前年度の施策の実施結果、当該年度の施策の実施経過を報

告することとします。報告書のイメージを資料として添付しています。「実

施計画経過報告書（結果報告書）（案）」をご覧ください。１年目の平成２５

年度は、「事業・施策の概要」から「２５年の予算額」までが予算確定後に

報告できると思います。１１月の時点では、９月末までの状態で経過報告に

なりますので、項目でいいますと「９月末実績」という部分が平成２５年度

の文化振興審議会にあげることができます。来年度はそこまでになりますが、

翌年度からは平成２６年度の審議会を行うときは平成２５年度の実施結果

ということで、「評価」と「評価説明」を加えた形で報告できるものと考え

ています。 

     また、文化は、数値目標を定めたり、その効果を表したりすることが難し

いと考えています。そこで、文化振興の評価をする１つの方法として、総合

計画で市民アンケートをとりますので、それと同時に文化振興に関するアン

ケートを実施します。そのアンケートの内容や方法については、審議会の皆

様にも意見を頂戴したいと考えています。今後のスケジュールを実施計画

（案）１頁の下に、表でお示ししています。年度ごとに平成２５年度から平

成３４年度までで、基本方針は平成２５年度スタートで、５年たったところ

で見直しをするので、平成２９年度に基本方針の見直しをし、平成３０年度

から見直し後の基本方針がスタートする。平成３４年度には第２次の基本方
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針の策定にかかっていくということで、それに伴い実施計画の方ですが、平

成２５年度は平成２５年度の施策の経過報告と平成２６年度の施策の検討

をします。翌年度からは、平成２５年度の結果報告、平成２６年度の経過報

告と平成２７年度の施策の検討というように、それを繰り返します。市民ア

ンケートですが、ある程度年数が経たないとその成果があらわれてこないと

思いますので、平成２７年度位に市民アンケートを行い、基本方針の見直し

までの間に市民アンケートの結果をまとめ、ある程度の方向性を見い出した

いと思います。以上が実施計画の考え方と進捗管理になります。 

 

【議長】 議論いただきたいところなのですが、実施計画を見ていただかないとイメ

ージが分かりにくいと思いますので、実際どのようなものが実施計画にあげ

られているのかを説明していただいたあとで、まとめて議論したいと思いま

す。続けて説明をお願いします。 

 

【事務局】 ２頁以降が実施計画ですので、２頁をご覧ください。この実施計画につ

いては、基本方針の第６章の基本施策の施策例を基にそれぞれの担当課に調

査をいたしまして、施策の概要と平成２６年度から平成２９年度の計画と担

当課という表にしています。各項目の前にある星印は平成２５年度の新規事

業です。ここで新規事業の話をさせていただきたいのですが、新規事業にお

いて文化スポーツ課が予定している２頁の高砂能楽入門、子ども狂言ワーク

ショップは、日本の伝統文化である能狂言を学んで、文化振興基本方針のシ

ンボルである謡曲「高砂」に触れる機会を設けております。新規事業ではな

いですが高砂文化教室「高砂学」は、全７回の講座をする予定です。第１回

目の講座では謡曲「高砂」の話と謡い方を学んで、その後毎回講座のあるた

びに謡曲を謡う機会を設けております。平成２５年度の実施予定事業は、現

在各担当課で予算の計上分の施策を実施計画にあげていますが、平成２６年

度以降は審議会の意見を踏まえて実施計画にあげていけるものと考えてい

ます。次に基本方針で施策例をあげていますが、変更箇所が２箇所あります

ので説明をします。４頁をお願いします。「施策５は、施策３（３頁）へ」、

「施策６は、施策３（３頁）へ」と書いてあるところです。３頁に戻ってい

ただいて、「施策３ 各種ボランティア養成講座の開催」の下から２つの項目

が施策の５と施策６に該当しています。基本方針では、検討中の施策例とし

て文化財保護と図書館ボランティアの項目をあげていましたが、２項目とも

開催時期が未定であるということ、またそれぞれ１施策であげるよりは、施

策３の各種ボランティアの中に入れる方が望ましいという担当課からの意

見がありましたので、施策３の各種ボランティアに含めて書いています。次

に１７頁をお願いします。「施策 11 は、施策４（15 頁）へ」と同じように書

いてあると思います。１５頁に戻っていただいて施策４の表の一番下の「障
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がい者の文化活動の充実」の欄をご覧ください。「（仮称）高砂市ユーアイ福

祉交流センターを活用し、障がい者アートフェスティバル等のイベントを実

施する。」という計画がありますが、開催時期や内容が未定であることから

交流センターの活用というものが、新たな交流地点の発掘につながることに

なるので、施策４に加えております。変更箇所は、以上２点です。最後に７

頁をご覧ください。１番上の「施策２ 伝統文化の体験学習（再掲）」の概要

の欄が１－１－２という番号が表示してあります。この番号は、横に書いて

あるように基本施策１－施策の方向１－施策２を示しており、再掲の場合は

このように表示しています。実施計画の説明は、以上です。 

 

【議長】 行政というのは、基本的に事業ベース、施策ベース、政策ベースの３つの

段階があります。我々は、基本方針の中でいうと施策ベースまで議論します。

それが先ほど基本方針に出されている基本施策と施策の方向と書かれてい

るこの部分です。この中に施策例と書かれている基本施策１－１－１「文化

を担う人材の育成、活用」は基本施策で、施策の方向として「伝統文化など

の継承者の育成」、１番として「歴史や伝統文化を学ぶ機会の充実」とあり

まして、それの具体的な事業がこの計画の２頁目の表となっています。事業

ベースでこの計画は書かれているものでして、進捗結果のこの結果も事業ベ

ースで出されています。事業を積み上げていき、施策としての方向性や政策

としての充実が期待される。前も基本方針を立てる際に具体的な事業計画に

ついては、庁内の方で実施計画を作るということでしたので、作っていただ

きました。第１章の部分が実施計画とはどういうものなのか、それをどのよ

うに審議会の中で検討していくのかという流れ、それと第２章が具体的な実

施計画の個々のもので、事業ベースですね、各課で行っている事業ベースに

ついて、文化振興という枠組みを作って、基本施策の方向に合うものに整理

したというところです。文化スポーツ課が中心となっていますが、新たに作

った事業も入っています。余談ですが、文化スポーツ課以外で星印がついた

ところはあるのですか？ 

 

【事務局】 １箇所ありまして、６頁をご覧ください。「子育ち応援フェア」という

のが児童福祉課で来年度取り組む事業です。 

 

【議長】 詳細な中身でも結構です。具体的な事業ベースで評価するにあたって、事

業を始める前段階で、ここは注意した方がいいのではないか、ここは課題な

のではないかというものがありましたらお願いします。 

 

【委員】 第１章ですが、今後のスケジュールの平成２５年度の結果報告がでてきま

すが、先ほどの説明で評価の仕方が難しいので、アンケートをもって、評価
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をするということでしたが、アンケートは平成２７年度から行うとのことで

すが、平成２６年度の結果報告についてのＡＢＣというような評価はどのよ

うに行われるのですか？ 

 

【事務局】 それは各担当課の方で、目標としたところまでできたかどうかを評価す

る予定です。 

 

【委員】 先ほどの説明では、アンケートをとって評価するということでしたが、そ

うではない方法で平成２６年度は行うということですか？ 

 

【事務局】 この表については、市の各担当課が評価して結果を出すということです。

評価をするにあたって目標を定めるので、それが目標どおりにできたかどう

かという評価を各担当課にお願いします。 

 

【議長】 こういう方針に基づいて文化が根付いているかは、アンケートをすれば分

かるわけです。事業ベースの評価は、その事業がきちんとやれたかどうか、

例えば３０人集める講座を５回やりますというものに対して、実際１０人し

か集まらなかったという意味での評価です。事業部局ごとでやられている評

価です。事業評価という形で位置づけられて、我々はアウトカムとアウトプ

ットといいます。こういうものをアウトプットといいます。どういうふうに

やったか。例えば３０人集まるところを１０人集めました。そういうものが

積み重なって２年後、３年後に謡曲「高砂」を知っていますというアンケー

トが増えれば、これがアウトカムになります。今これをされているのは、ア

ウトプットの評価です。 

 

【委員】 第２章の実施計画は、基本的な流れとしては、文化振興審議会で基本方針

を決めましたということを各課に回し、基本方針に基づいて各課でこういう

ことをしようという案であがってきたものではないということですよね。来

年度からは基本方針を印刷して、各課に回り、それに基づき、各課はこうい

う方針が出たからこういうことをやってみようということで、新しいことが

出てくるということですよね？ 

 

【議長】 そのとおりです。なぜかといいますと各事業担当も予算を通さなければい

けないわけです。そうなると市の方針に沿ってやらなければいけないのです

が、市の方針とは総合計画です。総合計画に基づき条例ができ、その条例に

基づいて計画ができていますから、当然総合計画に基づいた事業施策ができ

るわけです。本年度に関しては文化スポーツ課が自らこれに合うものを出さ

れてきた。それ以外にも児童福祉課が新規に実施する。委員がおっしゃるよ
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うにこれは文化振興にからめるということで、予算がとれるということであ

れば当然入ってくるということです。よろしいですか？ 

 

【委員】 まだたくさんあるのですけど、後で。 

 

【議長】 まとめていただければ。 

 

【委員】 横のこの資料は具体的な平成２５年度の案ですか？あくまで見本ですか？ 

 

【事務局】 あくまで見本です。 

 

【委員】 そうすると、実施計画案の予算まではないわけですね。 

 

【議長】 こちらの計画書には予算はついていないのですか？ 

 

【事務局】 まだ３月の議会が通らないと予算が決定しない。この事業もまだできる

という確証はないです。一応予算計上しているものをあげています。 

 

【委員】 この基本施策の内容についての具体的な提案でもいいですか？今日冒頭に

みんなで謡曲「高砂」を謡いましたが、いま商工会議所は全部の会議のスタ

ートは、四海波、謡曲高砂、千秋楽の３つを謡おうということでやっていま

すが、なかなか取り入れてくれないケースもあるのですがやっていまして、

そうするとそれを練習する場が必要だということです。謡曲「高砂」をシン

ボルとして、という意味であれば、高砂能楽入門、これは体験に終わるとい

うことでしたので、教育委員会も含めて、やはり少なくとも見て謡える状態、

できたらそらんじて謡える状態というようなことで、平成２５年度から、先

ほどおっしゃっていましたが、１１月に素案を考えないといけないという中

では、今私がこういう話をしても２５年度４月からの取り組みはできずに、

２６年度からになるのか、あるいはまだ２月ですから２５年度からの取り組

みになるのかの部分について、予算の問題もあると思いますが、少なくとも

私としては、謡える状態になるのがスタートだと思うので、その辺はどうで

しょうか？ 

 

【議長】 まず、平成２５年度の事業として進むのかどうかが１点、２点目が目標ま

で書くべきではないのか、つまりここでは何々をしますとしか書いていない

が、何々を目標に何々をしますと書いたほうがいいのではないか、３点目は、

予算がついていないので、どれくらいの規模か分からない。だから具体的な

内容を書く。例えばここでは、研修会を２回行ったと書いているが、計画に
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はそこまで書いていないので、目標を達成できるかどうかわからない。３つ

ぐらいの質問があったと思いますが、整理してお答えいただけますか？ 

 

【事務局】 今の計画については、平成２５年度予算が出ているので、今からこの中

の金額を変えるとか、内容を変えるというのは無理です。あげているものが

全てこのとおりにいくかどうか確証はとれていないです。ここで予算どりが

できましたら、４月以降に実際各項目について、もっと具体的な目標を定め

たうえで、この表でいくと「２５年度予算額」というところまでが入ってき

ます。今の時点では予算が確定していないので、実施計画には入れておらず、

そこまでの報告はできませんが、それがまとまり次第委員の皆様に報告でき

ると思います。 

 

【議長】 実施計画を評価しないといけない以上、実際にどうだったかを見ないとい

けない。来年度の１１月段階ではこれ以上は出ないということですね。つま

りこれから予算どりだから出ないということで、例えば審議会でこれを重視

しましょうということであれば、そういった方向は出せるということですね。

今年は無理ですけど、来年度からはできる。そして、１１月でその議論が終

わって予算が決まって、４月にはこうなりましたという報告が出てくるとい

うことですね。 

 

【委員】 ２５年度の評価は、結果であってまだ評価できないのでは？これで議論す

るのはおかしい。 

 

【委員】 いま行われているものというものがよく分からない。具体的に２５年度の

４月から始められるのかどうか。何があって、我々にどういうことをしても

らいたいのか？ 

 

【委員】 私が言いたいのはそれです。サンプルにしても、はっきりこういう予定で

すというものであればいいが、見本を出すものではない。 

 

【議長】 分かりにくいというのはあります。継続事業がいくつかあるので２４年度

で実際やったものもできなくはないということですね。他の課でお願いする

のが難しければ、文化スポーツ課のもので、少なくとも２４年度事業評価を

しているわけですので、出してもおかしくはないのですが、そうすると分か

りやすい。２４年度はこういう事業をしました、２４年度は例えば高砂学で

はこれだけ費用がかかりましたというものが出てきて、評価がこういうもの

でしたというのがあれば分かりやすい。今の時点では難しいが、そういうも

のを考えていただければ。というのも評価というものは大変です。実際に評
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価をやってみて事務局側の大変さも分かると思います。 

 

【委員】 事実のことがないのに、次の踏み台があっても仕方がない。 

 

【議長】 評価は大変です。課内でも実際２４年度はどうだったのかということを考

えてみる。評価基準の目標以上というのは、何かということ。何をもって目

標以上というのか。おそらく実際にやっていこうと思うと大変ではないかと

思います。マニュアルを作られたらよいと思う。なぜなら他の課にお願いす

るときに、同じ質問があると思う。どこまでが目標を下回ったというのか、

目標を下回ったときに予算査定にどう影響があるのかどうか。９月というの

は前半なので、前半は事業をしていなくて、事業が後半にあるとき、そのと

きは目標を下回ったことになるのかなどの議論が出てくるので、実際にやっ

てみてマニュアルを作らないと、この評価自身は難しい。我々が分からない

以上に事務局の方もやってみないと分からないという部分もある。 

 

【事務局】 評価の欄ですが、最終の翌年度の結果として、事業が終わったときに「評

価」と「評価の説明」をいれるので、来年度１１月にすると、２５年度はま

だ途中になるので、最終評価と評価の説明はまだ入ってこない資料しかでき

ないです。 

 

【議長】 １１月の段階では入ってこなくて、９月現在で例えば予定が３回講座しな

ければいけないものが１回ですという結果が入ってくる。それを踏まえて来

年度考えてくださいということですよね。 

 

【事務局】 実施時期にもよりますので、それで評価するというのは、非常に難しい

のですけれど。結果は最終終わってみないとその評価はできないと思います

ので、来年度については、予算確定後に報告という部分と２５年度の予算額

と１１月になれば実績の欄までが入ったものをお渡しできるということで

す。翌年度になると最後まで入っているものとその年のものという形になる。

１年遅れになるので、皆さんの意見の反映が難しいですが、１１月位にいた

だかないとみなさんの意見をもとに即翌年に反映させることが難しいかと

考えます。 

 

【議長】 予算策定というタイムリミットと前年度評価というものが重なっているわ

けです。だから９月現在までの実績だが、それをみて来年度強化しようとか、

このあたりを重点化しようという議論をここでしてくださいと、これは平成

２６年度ですね。今は平成２５年度の２月なので予算も確定しているでしょ

うし、議論の中で予算のことが出たときはお答えいただいてもいいですか？ 



  

 - 10 - 

 

【事務局】 はい。 

 

【委員】 本来は計画書を、まず案を出して、それから報告書が出てくるわけでしょ。

２４年度について評価、検討をして、２５年度の案になる。２４年度は何も

言わずに、突然に２５年度の報告書が出てくるのはおかしい。 

 

【議長】 ２６年度にこういうものが出てきますということで、今はない。こういう

もので評価をしますというものです。 

 

【委員】 この結果報告は、第１章の「実施計画の考え方と進捗管理」という部分で

説明していただいたのですが、それで出てきているわけですよね。２５年度

から始まり、２５年度の１１月に審議会をするときに、下に３段階で書いて

ある「予算確定後に報告」があり、２５年度の９月はここまでということで、

第１章の説明のためにあるのであり、第２章とは関係ないので、これはこれ

でよく分かると思います。 

 

【議長】 それはご理解いただいていると思う。委員の言うのもよく分かり、２５年

度の計画を審議するにあたり２４年度の計画がないというのも分かる。まず

ひな形を決めるという議題だったので、ひな形は分かったということでした。

だが、２５年度の実施計画を考えるならば２４年度はどうなのかということ

で、実際に作られたかという話をしましたが、今日は作られていないという

ことでしたので、具体的な話が出たときは、予算を含めお答えくださいとい

うことで、原則としてこの報告でいきますが、分かりにくいところは説明を

していただかなければならない。特に評価の見方であるとかは、別紙なりを

作ってもらいたいと思います。計画内容に入りますので、委員お願いします。 

 

【委員】 この事業の内容を聞くと、答える担当課がいないのですが、質問してもい

いのですね？基本方針に基づき来年度は各課を回り、来年度は考えるという

ことでしたが、以前からお願いしてきたことですが、審議会委員や市民の方

からこういうことをやったらどうかという案を一緒に添付しておくと、市民

の方もいろいろな意見を持っている方もいらっしゃるし、施策例はやってい

ること、決まっていることを載せるということでしたが、こういう形で実施

計画が出てくるのであれば、発想として何か触発される意見があって、例え

ば、まちづくり推進室がその意見を見て自分の室でもできるとなれば、より

高まっていくことになると思うので、基本方針に基づいて考えていくのであ

れば、そのような意見を付加すると、その案に乗ったという課が出てもよい

と思うので、そういうものを載せる手立てがあればなと。 
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【議長】 １１月の時点で審議をしたときに、お金の部分ではなくて、新しいアイデ

アをフィードバックができればということですね。 

 

【委員】 ですからここの施策例には、例なので、やるやらないに関わらずあげてお

けば、例があるから自分たちもやってみようということで、載せれたらよか

ったかな。これを見て１つの施策に実施する事業が出てくるのであれば、も

う少し載せればよかったかなと思いました。 

 

【議長】 １１月現在で仮にこういう事業があるのではないかとアイデアが出たとき

に、各課にフィードバックして再度事業化するということは、可能ですか？ 

 

【事務局】 まずそこで出た意見というのは、各課に見ていただきます。 

 

【議長】 問題は、１１月にフィードバックし、翌年度の予算化、事業化が可能かど

うか。施策を作るのは８月位で、審議をするのは１１月で、そこからフィー

ドバックするのは間に合うのですか？ 

 

【事務局】 その事業だけで予算どりをして、全体の予算で入りきらない場合は、翌

年になることも考えられます。予定している事業の中に取り込めるようなこ

ともあると考えます。予算を大きく伴わないものとか、事業の一部として取

り入れたらできるものとかは即入ってくると思います。事業の規模であると

か、どういうふうに持ってくるかによるということだと思います。 

 

【議長】 施策立案システムの中に審議会がどういう役割を果たすかということです

が、具体的に事業ベースでチェックをするというものが主なことだと思いま

す。ただ、新しいアイデアを出せないのかというわけではなく、フィードバ

ックができる。入れることができるものは翌年度、入れられないものは翌々

年度に入るように検討するという位置づけでよろしいでしょうか。 

 

【委員】 はい。次に２頁の１－１－１の「歴史学習会」ですが、「荒井・伊保・曽

根で地元学習会を設立し」となっていますが、ほかの地区は？ 

 

【事務局】 まちづくり推進室がみなとまちづくり構想の中でタウンミーティングを

しているものをあげています。みなとまちづくりですから海岸線の町につい

て歴史学習会をしましょうということで、高砂については既に終わっていま

すので、荒井・伊保・曽根がやっているということであがってきています。 
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【委員】 ３頁の上から２番目の「小学校３年生の児童を対象」ということですが、

なぜ小学校３年生なのですか？ 

 

【事務局】 教育委員会からお答えします。毎年教育センターでやっているのですが、

道具を使いますので、低学年よりはということと、３年生と４年生は歴史の

授業があるので、その啓発も含めて親子でやっています。 

 

【委員】 地域の歴史ですよね。 

 

【事務局】 はい。 

 

【委員】 ４頁の２－１の「歴史ガイドクラブの活用を推進する」というのは、偉そ

うな書き方だなと思いました。 

 

【委員】 ここはもう少し言葉を柔らかくしていただければ。 

 

【議長】 「活躍の場を広げる」という言葉とか。おっしゃるとおりだと思います。 

 

【委員】 「子ども会将棋大会」は、子ども会が減ってきているなかで、「子ども会

将棋大会」というこの言葉でいいのか。「子ども将棋大会」にして、子ども

会はメインとなりながら、ないところもリーダー的な人が参加して実施する

ような名前の方がいいのではないかと思いまして、決まっていることですけ

ども。 

 

【委員】 小学生を対象にしているので、会はいらないです。行政の表現として「子

ども」という表現にしたらいいのでは。 

 

【委員】 決まっているので中々難しいと思いますが。 

 

【議長】 教育委員会の方で何かありますか？ 

 

【事務局】 大会のタイトルとして、「子ども会将棋大会」ですので、この表現にな

っていると思う。参加しているのは小学生ばかりです。 

 

【委員】 「子ども会将棋大会」にする必要性があるのかなと、ここで言っていいの

か分かりませんが、何となく「子ども会将棋大会」よりは、「子ども将棋大

会」の方が子ども会も参加して、いろんな子どもが参加するという感じがし

ていいのではと思いました。 
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【議長】 推測ですが、子ども会は社会教育団体だから教育委員会から予算が出てい

るのだと思います。 

 

【委員】 主催や担当が子ども会であったとしても、タイトルは「子ども将棋大会」

でもいいのですよね。 

 

【議長】 それは検討していただくということで。 

 

【事務局】 将棋の部分ですが、文化連盟の中にも将棋のグループがありまして、６

頁の一番下に高砂駒桜杯争奪戦というのがありまして、子どもさんも出てや

っています。将棋については、別に活動されています。 

 

【委員】 ６頁で、上から３番目と４番目が児童福祉課と学校教育課で保育活動とい

うことで出ていますが、児童福祉課は保育園で、学校教育課は幼稚園という

ことですよね？ 

 

【事務局】 はい。 

 

【委員】 そうであるなら、その下の「社協フェア」での園児の作品展示は児童福祉

課ということは保育園児だけの展示だけであり、学校教育の方ではしないと

いうことですかね？ 

 

【議長】 非常におもしろいですね。文化でくくると課をまたいでいくということを

考えなければいけないということです。 

 

【事務局】 社協フェアは福祉部が主管になってあり、保育園の所管は福祉部で、保

育園の園児の作品が展示されています。幼稚園の園児の作品はここに展示し

ていません。 

 

【議長】 福祉か教育かという議論でいくならば分けるが、文化活動であれば分ける

必要はないという議論ですね。審議会ならではの良い意見ですね。 

 

【委員】 今の幼稚園と保育園は０歳から小学校にあがるまでで、重なる部分があり

ますよね。片一方は参加できて、もう一方はできないということです。 

 

【委員】 次の新しい「子育ち応援フェア」と合体したらいいと思う。なぜならば、

社協は実際福祉の３分の２を担ってはいるが、一応公的機関ではない。市そ
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のものではないから。社協が主催の事業をあげるのは問題がある。だから社

協フェアを消して、下の「子育ち応援フェア」に含めたらいいと思います。

社協というのはあくまでも３セクですからね。 

 

【議長】 文化という形で区切ると、子どもは幼稚園、保育園関係ないのではないか

ということで、市としてどうなのか考えてもらい、今後検討いただく。 

 

【委員】 ８頁の施策７の上から２番目の「小学校の総合学習」とあるが、総合学習

という時間はないのでは？総合的な学習の時間では？ 

 

【事務局】 文部科学省から言われているのは、「総合的な学習の時間」になります。 

 

【事務局】 この言葉自身は間違いではないのですね。 

 

【議長】 「総合学習」という言葉もあります。時間で割り当てられているのは、総

合的な学習の時間ということです。 

 

【委員】 どういうことですか？ 

 

【委員】 小学校で職業人と語ろうという取り組みをやっているのですが、そのとき

に小学校長に総合学習の時間を使って取り組みますと持っていったとき、あ

る校長先生に「総合的な学習の時間」ですと訂正された。公的なものならば

「総合的な学習の時間」と載せる方がいいのではと思いました。 

 

【議長】 「総合的な学習の時間でのまちづくり学習の推進を図る」ということでよ

ろしいですか。 

 

【委員】 １１頁の施策６の１番目「ウォーキングマップの活用」で「歴史的遺産を

紹介する」のところで、スポーツクラブ２１でウォーキングマップを作って

いますが、私も高砂地区のマップを作成するときの下見に一緒に歩きました

が、私は高砂町を歩くなら歴史のところを行ったらいいなと思いましたが、

そのときの方針としては、安全性とか距離とかスポーツなので、運動の方を

重視するということで、距離的な問題などもあり、結構とばしています。紹

介するということならば、そういうマップをもう１回作られたらいいいかな

と思いました。 

 

【事務局】 おっしゃるとおりスポーツの方を重視して、まず安全面や距離を重視し

たマップです。歴史的遺産というのは、それも一緒にコースに入っていれば
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それも見てもらえますという趣旨で作っていますので、歴史を主にしたマッ

プではございません。 

 

【委員】 これはここでいいのではないですか。 

 

【委員】 そういうウォーキングマップを作られたらどうかという提案です。１２頁

の施策の方向３の施策２のところの下の欄がいらない。これは２－２－５を

みると２－１－３があるので、２つ重ねる必要はない。 

 

【議長】 これは修正できると思います。 

 

【委員】 １４頁の施策の方向１の施策１ですが、これは、市民のことをいわれてい

るので「主体的に参加する」となって、もちろん担当課はないのですが、主

体的な参加をするためには、チラシなどいただいたりしているが、言っても

知らない人もたくさんいる。どんな事業をしてもそうだが、知らしめるつも

りでも、知っている人は知っているし、知らない人は全然知らないというこ

とはたくさんある。担当課がないよりも、主体的に参加するように参加を呼

びかける課があっても参加促進になる。市民に知らしめる何か手段があれば

と。主体的に参加し、文化に触れるためにどういう情報発信ができるのかを

研究する課があればなと。１６頁の施策８の「たかさご万灯祭」は、高砂だ

けですかね？曽根も万灯祭やっていませんか？あれは事業的にここに載ら

ないですかね？ 

 

【委員】 曽根はとおりゃんせです。時期が違うのです。私は、高砂町でするならば

同時期にして、どちらも見えるようにということで、考えてくださいと言っ

たことがあります。 

 

【委員】 ベースが違う。県民交流広場の予算でやっており、そこで初めはおうどん

を売っていて、たまたま万灯祭があったからそれもやろうということで、た

かさご万灯祭とは初めのいきさつ、経緯経過が違うから、一緒にはできない。

万灯祭は市、また市民がやっていますが、とおりゃんせそのものは、一部の

ことになっていますので。 

 

【委員】 高砂市ではやられていないということですね。 

 

【委員】 自治会も加わっていますので、応援もあってもいいかなとは思います。 

 

【委員】 ２０頁の施策２の５番目に「高砂町まちづくり協議会への支援」とあるが、
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これもたくさんの町があるのに、高砂町だけで他の協議会はないのですかね。 

 

【委員】 高砂町は何をメインで出しているのですか？ 

 

【事務局】 高砂町が景観形成地区で指定されており、堀川を中心として古い町並み

が県から指定されています。花井邸のような古民家を含めた中でまちづくり

協議会がありまして、県からの補助をいただきながらエリア一帯を、古い町

並みを残そうということでやっているその中の一環だと思います。担当課で

はないのではっきりと分かりませんが。 

 

【議長】 全部の町でなくて、文化の舞台にふさわしいと、力を入れるはメリットが

あるということで、そういう位置づけで高砂町まちづくり協議会が作られた

と思います。 

 

【委員】 荒井の中では、催しものをするときはそういう企画がない。 

 

【委員】 荒井は、よってこ村があり、一生懸命やられていますよね。 

 

【委員】 企業に協力してもらい地域から出資してやっています。以前は県から補助

金が出ていましたが、なくなったので今は自主的にやっています。何年続け

られるか分かりませんが、荒井町がにぎやかになればという思いでやってい

ます。 

 

【委員】 ２８頁の施策の方向３の施策１の２段目「５－１－２」はいらないと思い

ます。それと、魅力あるイベントの実施とかブランドとかに関係すると思い

ますが、穴子や高砂ハイボールを売りだそうとか、ぼっくりんが兵庫県の代

表で CM に出たり、そういうようなことで魅力あるイベントはすぐにできそ

うかなと。ゆるキャラの経済効果が出ているところもありますし、予算があ

まりなくてもできそうなことはあると思うので、そういうものが載ってもい

いのかなと思います。２月２日に高砂神社で夫婦の日というイベントもやっ

てますが、魅力あるイベントとして取り上げられないだろうか。Ｂ－１グラ

ンプリや高砂能舞台もできますし、そういうことなども。 

 

【議長】 先ほどの曽根のケースもそうだが、独自に活動している文化活動を施策の

中に取り組む手段はないだろうか。魅力的な事業をどういうふうに支援して

いけばいいのか、事業の主体はそれぞれですから、どのように知らしめるの

か、全国に広めるのかなど、その団体が難しければ市のバックアップの仕方

も考えなければいけないかもしれません。それは今回出ていないが、考えて
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いかなければいけないというご議論かと思います。 

 

【委員】 それを基本方針には難しいが、別添でもいいので、後ろに事業例でもいい

し、キーワードになる言葉が並んでいればその中から取り入れて何かできる

のではないか。 

 

【議長】 別添という形で高砂市内の文化活動、要するに主体者はここで活動してい

ますというのを入れておくのもいいかもしれないです。 

 

【委員】 ２７頁の施策３の「ご当地グルメ発信」ですが、２月２０日に第１回高砂

あなごマーケティング研究会で「高砂あなご」というブランドで、まず昼ど

こに食べに行ったらいいのか、「高砂あなご飯」と言っていますが、「高砂あ

なご飯」をどこでやっているのか今はっきりしていない。それに季節の問題

もあるので、ここは、やっている、とはっきりさせる。高砂に来られた方が、

「あなご飯」に行こうとなったとき、なおかつ「あなご飯」でなく、「高砂

あなご」というこだわりをもってやろうと。お土産で高砂名物あなごパイが

あるらしいですが、それも含め高砂あなごなんたらという土産を作っていこ

うと。審議会で提案した謡曲高砂と町並みの部分と飲食とお土産をセットに

したら、まちの活性化につながっていくのではないかということですので、

２０日に立ち上げますのでここのグルメ発信のところに入れていただけた

らありがたいです。 

 

【委員】 どこの食堂でも食べることができるようにしてくださいね。 

 

【委員】 賛同される方が集まり、研究されますので、これを報告しておきます。そ

れから４頁の施策１の「謡曲「高砂」の指導」ということで、学校教育課で、

経過報告を検証する場合に、市長が９万５千人全員謡曲「高砂」を謡えるよ

うになろうとおっしゃっている中で、子どもたちに具体的に単に１時間とっ

て教えたり、馴染んだりする中では謡えない。謡えてこその財産だから、検

証するときに全学年は無理かもしれないから、１年で何名の生徒が謡えるよ

うになるかというテーマで取り組んでいただくことは可能なのでしょう

か？ 

 

【委員】 先生がね。講師がね。トライやるウィークを婦人会で請け負って、お茶と

かお花や料理をしました。これらのものは婦人会で教えることができるが、

謡曲だとそこまでの講師や講師謝礼も大変ですね。小謡であれば謡曲合唱団

で教えられるでしょうが、それから踏み込んだ分については中々難しい。小

謡であってもきっちり教えないといけないし、要は講師の問題ですね。 
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【議長】 １つはどういうようなことをやって、正規のことを教えたかという評価が

ありますね。もう１つは、さきほどの成果が、教えてもらってきちんと謡え

るようになったかどうかという基準ですね、今の段階ではきちんと教えたか

という基準なのですがそれだけでいいのかどうかですね。 

 

【事務局】 小学校と中学校で謡曲合唱団に来ていただいて、謡曲「高砂」を謡う練

習をしています。小学校は７つ、中学校は３つでしています。私はこの謡を

知らないので、教えることはできないのですが、全て謡えないといけないの

かということが疑問で、知るというレベルではだめなのでしょうか。そこか

ら入っていき、大人になって新たに文化に親しむというのはだめでしょうか。

あまりにレベルが小学生、中学生には高い気がします。 

 

【委員】 これは私見ですが、ある市議会議員の方が謡曲「高砂」を謡えば謡うほど

高砂を好きになってきたと言われていました。他の町にはないです。子供は

分別がつくのかという中で、分からないなりに、例えば英語を覚えよう、世

界で活躍できるよ、と言えば英語を覚えることからスタートします。四海波

と高砂と千秋楽くらいを高砂市の子どもは覚えなさいと、それが年をとって

から財産になるよ、というくらいの思いをもってやって欲しい。年始に市長

から名刺をもらい、名刺の裏に「謡曲高砂発祥の地」と書いていましたし、

すごい形で取り組んでいられるのですよね。具体的に全学年は無理でも、何

年生だけは覚えるということでやらなければ増えないと思う。 

 

【委員】 ６頁の「芸術鑑賞会、教育美術展、音楽会」とありますが、昔は連合音楽

会がありました。今は合唱コンクールなど小学校、中学校、そこの中だけで

やっているようですが、発表会ということで年に１回くらいは文化会館に子

ども達が集まって、みんなで謡いを謡っていく。レベルが高いとかは大人が

勝手に言うだけで、子どもは教えられたら勝手に覚えます。高砂市歌も高砂

で育った方は、去年高砂演奏連盟のコンサートで歌いましたが、こんなのあ

った、子どものとき歌ったと思い出されて非常になつかしく歌ってください

ました。ですからこちらがこれは難しいとか、簡単とかではなく、町をあげ

てと思うならば与えてみる、みんなで謡ってみる。歌なんて歌詞を見ていて

も仕方がないので、実際声を出して歌う。そういう習慣が身についているの

と、ついていないのとでは全然違ってくる。頭の中で難しいと思っていても

やってみたらできるということもでてくる。６頁の「保育活動」ですが、「保

護者や地域の方々に向けて音楽会や生活発表会を開催する。」というのは、

誰がどのようにするのかと思うのですね。保護者や地域の方に向けて与える

のか、「生活発表会」は保護者や地域の方が生活発表をするのか。今芸術鑑
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賞会も西宮に聴きに行ったりもしているそうですが、昔のようにコンサート

を呼んできて文化会館でするのか、そのあたりのもっていきかたです。文章

で出ていても実質どうなるのかなと思います。私は３０年前から演奏活動を

やっていて思うことですが、高砂市で個人的に後援をお願いしても無理なの

ですね。個人的なものは、名前を売るとか、営利目的であるとか言われまし

て。グループだと認めてもらえる。しかしグループを引っ張ってこようと思

えばすごいエネルギー、時間をとられる。自分の研究や仕事をほっといてし

なければいけなくなる。若い子を育てるのもいいが、自分自身の腕も落ちて

くる。姫路にはいいコンサート会場もあります。姫路市民でないのに姫路で

提出すると市、教育委員会、財団の３か所に書類が１つでまわる。３か所の

後援が一度にとれる。高砂は後援１つとるのにも非常にハードルが高い。で

は若い子が高砂でどんな活動ができるのか、自分でやろうと思ったときに、

人材を育てるときに誰がやるのか。ある程度年をとれば若い子を育てること

はできるが、自分自身をプロデュースして、自分を成長させたいと思ったと

き高砂市では無理ではないか。若い子は姫路に出ていってしまう。そのあた

りは連携して、高砂でやりたときは、書類が回って後援をもらえ、文化会館

や公民館にチラシをおいてもらえるように。市民も姫路や神戸、大阪まで行

き、聴く耳をお持ちなので、高砂でもこんなすごいことができるのかという

レベルの高いものをしなければいけない。一般の活動も大事だが、大阪から

でもお客さんが来てもらえるようなレベルの高いこともしないといけませ

ん。そのあたりのことも検討いただきたいです。市をあげて、教育委員会も

財団も含めて、若い人達が来やすいようにしていただけないものかと常々思

います。 

 

【議長】 文化という面を区切っていくと行政の問題点が出てくる。そこは検討する

べきです。２つありましたね、１つは個人でも後援を得られるようにし、も

う１つは書類の一元化ですね。大事なご意見だと思います。例えばそういう

ことも施策の中に入れていただく。これは予算がかかる話ではないですし、

市長も行革の委員の話からするとマネージメントを考えないといけないと

おっしゃっていたので、その辺りは課題です。個人でも後援の受付を可能に

するということと、書類の一元化ですね。そういうものについて検討する。 

 

【委員】 我々は、莫大な時間を使って練習をするし、レッスンもするので、黒字が

出ることはなく赤字になる。営利目的だったらダメということになっている。 

 

【議長】 ご検討いただくということで。委員の話に戻って、なるほどと思ったのが、

九九は便利だということを知っても、使えない、九九を教えていないという

話もある。学生で九九を知らない者がいる。やはり九九をたたきこまないと
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いけない時期があるのだなと思います。九九はこういうものだと知っている

だけでなく、使えるとなると、委員が言うことは一利あるかなと思います。

中身まで細かく書いていないので、さきほどのことを踏まえ検討していただ

く。 

    

【委員】 ２頁の施策１の「行事において謡曲「高砂」を活用」において、公の会の

スタートに使っていると、子どもは知らないうちに使っているので、ぜひ取

り組んでいただくようお願いします。 

 

【議長】 ７頁の質問があったところですが、音楽会などの中身を学校教育課からお

願いします。 

 

【事務局】 「保護者や地域の方々に向けて音楽会や生活発表会を開催する」という

ことですが、子どもが演奏している様子、劇を演じている様子を見てもらう

という意味で「開催する」という言葉を使っています。ですから保護者が見

にきているということをここに表しています。 

 

【委員】 学校がよく音楽会をやっているが、そのことではなくて？ 

 

【事務局】 そのことです。 

 

【委員】 別に行われるものかなと思いました。 

 

【委員】 ４頁の大正琴は古典芸能に入らないのでは？明治以降だから古典ではない。

正確に書いておいてもらえるとそれでよいです。 

 

【委員】 学校教育課でぜひとも卒業式、入学式に、謡える生徒ができたら、ぜひと

も君が代の次くらいに謡ってもらいたい。高砂でしかできないので、ぜひと

もやっていただきたい。 

 

【議長】 どこかの項目に入れることができるならば入れていただきたい。入らなけ

れば、別事業として。お金のかからない事業ですから前向きに考えてもらい

たい。 

 

【委員】 １５頁の施策４の「県民交流広場での作品展示」が「継続」になっていま

すが、継続期間中に、公立が業者委託になるので、こういう文章表現でいい

のかどうか。２７頁の施策５には公立民間保育園という文言があるので、今

後は米田においてもそういう表現になるのではと思います。 
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【事務局】 米田地区には、いま保育園として米田保育園と米田西保育園があります。

米田西保育園が民間移管ということになるので、その点は表現を変えなけれ

ばいけないと思うので、事務局と相談します。 

 

【委員】 さきほど委員が言われましたが、高砂で何かをしようかと思うと 1 人で

色々しなければならない。私は、凧あげを１０年くらい河原でやってきまし

たが、場所をとるために申請したりするなど、続ければどこか協力してくれ

るだろうということでやりましたが、何も協力はなかった。一緒にやってい

た人も高齢になり２年前にやめました。高砂で何かをしようとすると非常に

難しい。５月３日にやっていたが、加古川のおどっこ祭りを浜風公園でやり

だしたので、そのためお客さんも減ってしまったということもある。高砂で

文化は根付きにくいと思いました。 

 

【議長】 文化という側面で行政を見直すという機会になり、大変ありがたいご意見

だと思います。先ほどのワンストップサービスとか、やっていることをどう

やって発信していくのかという話も出ましたが、文化という側面で行政を見

直すいい機会になったと思います。 

 

【委員】 この中には、公民館まつりや高砂万灯祭など宗教とは関係のない祭りが入

っています。高砂には珍しい祭りがたくさんあります。例えば北浜は「なん

なる祭り」があります。去年産まれた子供の鼻をつまんで泣かすというもの

です。小松原の御所殿（ごしょでん）神社であった祭りですが、窯の中に１

つまみずつ米を入れ、ゴーという音の鳴り具合で、今年１年の運試しをする

ものです。般若経といって、般若経を全部めくって読むかわりに日にあて、

風にあてることが阿弥陀の不断寺であります。高砂でも２月３日の夜に節分

の追儺式を高砂神社でやっていますが、観客がいない。全国的にも珍しい祭

りがあるのです。 

 

【議長】 ここに載っているのは市関係事業で、それ以外のものをどうするかという

ことがあります。宗教施設は、政教分離の関係があるが、宣伝するのは問題

ないです。リスト化するのも問題ないです。昨日も地域夢会議でお祭りの話

があり、祭りというと高砂というイメージがあるので、そういったものを文

化の中にどう位置付けるのかは十分議論されていない。宣伝するのは難しく

てもリストアップするのは可能です。委員が言うここにあがっていないもの

でも文化事業に入れましょうというものでもリスト化することも１つです。 

 

【委員】 高砂である珍しいものが廃れないように保存していかなければいけない。 
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【委員】 神戸新聞はそういうものに対して受け入れ態勢はあるので、開催前に申請

を出せば取材をしてくれます。 

 

【委員】 私は神戸新聞のわが町リポーターをやっているので、探しながら記事を投

稿しています。それだと結果しか出ないので、事前につかめれば、その話を

先に載せていきたい。 

 

【委員】 個人的なものはデータ化し、市が載せて市民に知っていただく。高砂町で

アートの行事などされていますが、地元の方が知らない。ボランティアの方

が外から呼んできて、その人がなぜ中心になっているのかとボランティアに

かかわっている方が言っていました。やはり地元の人に知ってもらい、それ

を浸透させていくことが重要で、行政、商工会議所、市民などが協働してい

かなければいけないと思います。 

 

【委員】 商工会議所は、電話の待ち受けは「高砂や」になっているから市役所もし

たらいいと思う。 

 

【委員】 北浜の公民館まつりを見にいったとき、聞けばそこに出ている団体はボラ

ンティア活動をしているそうです。施設訪問をよくしているそうです。荒井

は１１月に公民館まつりをしましたが、出演者や関係者は来るのだが、町民

が来ないのです。それをどう知らしめるかといえば、回覧板で知らせるなど

しかない。団体に所属している人は知っているが、所属していない一般の人

は知らない。一般に知らしめるためには、活動内容のことを載せる冊子があ

ればと思う。 

 

【委員】 市の経費の部分もあるので、お知らせで見てもらうしかない点もある。 

 

【委員】 市民が地道にこの１００くらいの項目を全部やれば文化があがるだろうが、

仕事があったり、生活があったりしてできない部分もあるので、行政が刺激

したり、広報したりしていただければと思う。文化という視点で考えてもら

い、行政の仕組みだと動きにくいので、文化という視点で市民が動きやすい

ようにしていただけたらと思う。 

 

【議長】 修正するところは修正をし、実施計画案をご了解いただくということでよ

ろしいですか。修正の中には、委員からいただいた言葉の修正というだけで

なく、ここに出てこない様々な文化活動をリスト化するということ。それか

ら行政の在り方を文化の視点から検討する。予算のかかる話ではないですし、
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これを作るときに各課にどういうふうに回ったかわからないが、説明して回

ったかと思う。各課の中で担当する人がいるだろうから、その人たちを集め、

文化を軸にした行政の問題を検討する。委員が言われた政教分離には触れな

いように、だけど高砂の持つ文化資産をどう活用するかなど庁内の研究機関

を設けていただくということはいかがかなと思う。縦割りでなく、文化を横

軸にして、行政を見直す研究会を設けるとか事業化し、そうすると情報発信

の在り方も検討されていくと思う。基本方針に入ってはいないが、この点は

お願いします。 

 

【委員】 財団になってから余計先生のいわれるようなことが出てきたので、市と財

団がうまく連携をとって、財団に向かって協力してもらうような形をとって

ほしい。 

 

【議長】 細かい修正は事務局にお任せいただき、確認は、私と副会長で行っていき

ます。それと最後の議題ですが、審議会の今後のご確認をお願いします。 

 

 

４．その他  

 

（１）平成２５年度以降の文化振興審議会委員委嘱について 

 

【事務局】 審議会委員の任期は２年となっていますので、平成２３年９月スタート

なので、平成２５年９月までが任期となっています。ただそれ以後について

も皆様方に審議会委員として引き続きお願いしたいと思います。よろしくお

願いします。 

 

（２）今後のスケジュールについて 

 

【事務局】 今回で今年度の審議会は終わりです。次は平成２５年度１１月ごろを予

定しています。日程等は調整し、お知らせします。 

 

【議長】 予算がついた分がまわってきて、１１月には進捗状況が入ったものがあり、

それを見て検討していくということです。ありがとうございました。 

 

 

５．閉 会  

 

 【司会】 これにて散会いたします。ありがとうございました。 


